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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 102,886 17.0 3,295 5.4 2,072 △1.2 1,539 －

2024年３月期第１四半期 87,968 △20.7 3,127 △17.2 2,098 △6.0 △1,052 －

（注）包括利益 2025年３月期第１四半期 3,020百万円(－％） 2024年３月期第１四半期 101百万円(△96.1％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第１四半期 226.42 －

2024年３月期第１四半期 △154.82 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期第１四半期 163,894 47,169 28.8 6,935.64

2024年３月期 130,213 45,508 34.9 6,691.54

（参考）自己資本 2025年３月期第１四半期 47,169百万円 2024年３月期 45,508百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 200.00 200.00

2025年３月期 －

2025年３月期（予想） 0.00 － 240.00 240.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 400,000 7.9 7,600 △19.8 5,400 △13.0 4,200 100.4 617.56

１．2025年３月期第１四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期１Ｑ 6,802,000株 2024年３月期 6,802,000株

②  期末自己株式数 2025年３月期１Ｑ 1,032株 2024年３月期 1,032株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期１Ｑ 6,800,968株 2024年３月期１Ｑ 6,801,037株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料６ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご参照下さい。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、資源価格の継続的な上昇や円安の持続による物価高騰がみられ

たものの、好調な企業収益から賃上げによる所得環境の改善により、個人消費の持ち直しがみられました。また、設

備投資においても、脱炭素化やDX、省力化などの課題解決に向けた企業の取り組みがけん引し増加基調となりまし

た。世界経済においては、米中貿易摩擦、ウクライナ問題の長期化、中国経済の先行き懸念等、回復時期は依然とし

て不透明な状況となっております。

エレクトロニクス業界におきましては、PCやスマートフォン等のコンシューマー向け需要の回復力は弱かったもの

の、生成AI関連の需要の広がりを受けて、既存データセンター分野にも回復の傾向がみられました。

このような状況下、当社グループは、サーバー・ストレージおよび車載向け等にDRAM、NAND FLASH製品の売上が増

加したこと、当社主要取扱製品であるメモリー半導体は需給バランスの正常化により価格上昇基調であったことか

ら、売上高は1,028億86百万円（前年同期比17.0％増）となりました。米ドル建ての外貨取引については、為替相場

の変動および為替予約による為替変動リスクを回避した影響により、営業利益は32億95百万円(同5.4％増）、経常利

益は20億72百万円（同1.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は15億39百万円（前年同期は親会社株主に帰属

する四半期純損失10億52百万円）となりました。

なお、品目別の実績については、９ページの「３．補足情報（品目別実績）」をご参照ください。

（２）当四半期の財政状態の概況

当第１四半期連結会計期間末の総資産の残高は、1,638億94百万円（前連結会計年度比25.9％増）となりました。

これは主に商品、受取手形及び売掛金が増加、預け金が減少したことによるものです。

負債の残高は、1,167億25百万円（同37.8％増）となりました。これは主に短期借入金、買掛金、未払金が増加し

たことによるものです。

純資産の残高は、471億69百万円（同3.6％増）となりました。これは主に為替換算調整勘定の増加、親会社株主に

帰属する当期純利益の計上、配当金の支払によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2024年４月25日に発表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,514 8,021

受取手形及び売掛金 60,516 68,168

電子記録債権 2,008 1,491

商品 42,609 72,867

前渡金 745 725

預け金 12,350 9,357

その他 1,740 1,502

流動資産合計 128,486 162,134

固定資産

有形固定資産 173 140

無形固定資産 318 303

投資その他の資産 1,235 1,316

固定資産合計 1,727 1,760

資産合計 130,213 163,894

負債の部

流動負債

買掛金 46,962 55,270

未払金 4,529 9,554

短期借入金 29,661 48,900

未払法人税等 － 54

前受金 1,072 177

賞与引当金 348 70

その他 1,430 2,007

流動負債合計 84,005 116,037

固定負債

退職給付に係る負債 565 576

その他 134 112

固定負債合計 699 688

負債合計 84,705 116,725

純資産の部

株主資本

資本金 2,054 2,054

資本剰余金 16 16

利益剰余金 37,708 37,888

自己株式 △3 △3

株主資本合計 39,775 39,955

その他の包括利益累計額

繰延ヘッジ損益 △122 △254

為替換算調整勘定 5,855 7,468

その他の包括利益累計額合計 5,733 7,213

純資産合計 45,508 47,169

負債純資産合計 130,213 163,894

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年６月30日)

売上高 87,968 102,886

売上原価 84,074 98,601

売上総利益 3,894 4,285

販売費及び一般管理費 766 989

営業利益 3,127 3,295

営業外収益

受取利息 2 8

受取配当金 10 －

持分法による投資利益 10 18

その他 0 0

営業外収益合計 22 27

営業外費用

支払利息 451 370

債権売却損 91 55

為替差損 499 815

その他 8 8

営業外費用合計 1,051 1,250

経常利益 2,098 2,072

特別利益

投資有価証券売却益 391 －

償却債権取立益 － 34

特別利益合計 391 34

特別損失

貸倒引当金繰入額 3,864 －

棚卸資産評価損 371 －

特別損失合計 4,236 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△1,746 2,107

法人税等 △700 567

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,045 1,539

非支配株主に帰属する四半期純利益 7 －

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△1,052 1,539

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,045 1,539

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △193 －

繰延ヘッジ損益 △344 △132

為替換算調整勘定 1,685 1,612

その他の包括利益合計 1,147 1,480

四半期包括利益 101 3,020

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 48 3,020

非支配株主に係る四半期包括利益 53 －

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

- 5 -

㈱トーメンデバイス （2737） 2025年３月期 第１四半期決算短信



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（グローバル・ミニマム課税制度に関する会計基準等の適用）

「グローバル・ミニマム課税制度に係る法人税等の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第46号　

2024年３月22日。以下、「2024年改正会計基準」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しており

ます。

2024年改正会計基準第７項の定めにより、四半期連結財務諸表においては、当四半期連結会計期間等を含む対象

会計年度に関するグローバル・ミニマム課税制度に係る法人税等を計上しないことができる経過的な取扱いに従っ

ております。

この結果、四半期連結財務諸表への影響はありません。

（法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計年度の期首から適用しております。

従来、所得等に対する法人税、住民税及び事業税等（以下、「法人税等」という。）について、法令に従い算定

した額を損益に計上することとしておりましたが、所得に対する法人税等について、その発生源泉となる取引等に

応じて、損益、株主資本及び評価・換算差額等に区分して計上することとし、評価・換算差額等に計上された法人

税等については、当該法人税等が課される原因となる取引等が損益に計上された時点で、これに対応する税額を損

益に計上することといたしました。なお、課税の対象となった取引等が、損益に加えて、株主資本又は評価・換算

差額等に関連しており、かつ、株主資本又は評価・換算差額等に対して課された法人税等の金額を算定することが

困難である場合には、当該税額を損益に計上しております。

法人税等の計上区分に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３項ただし書きに定める経過的な取扱

いに従っており、当第１四半期連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額

を、当第１四半期連結会計年度の期首の利益剰余金に加減するとともに、対応する金額を資本剰余金又は評価・換

算差額等のうち、適切な区分に加減し、当該期首から新たな会計方針を適用しております。

なお、これによる四半期連結財務諸表への影響はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて

計算しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場

合には、法定実効税率を使用する方法によっております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

日本 海外 合計

売上高

顧客との契約から生じる収益 25,757 62,210 87,968

外部顧客への売上高 25,757 62,210 87,968

セグメント間の内部売上高

又は振替高
10,934 557 11,491

計 36,692 62,768 99,460

セグメント利益 1,439 1,567 3,006

（単位：百万円）

　利益 金額

　報告セグメント計 3,006

　その他の調整額 120

　四半期連結損益計算書の営業利益 3,127

（単位：百万円）

報告セグメント

日本 海外 合計

売上高

顧客との契約から生じる収益 30,324 72,562 102,886

外部顧客への売上高 30,324 72,562 102,886

セグメント間の内部売上高

又は振替高
14,003 3 14,006

計 44,327 72,565 116,893

セグメント利益 2,052 1,185 3,237

（単位：百万円）

　利益 金額

　報告セグメント計 3,237

　その他の調整額 58

　四半期連結損益計算書の営業利益 3,295

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自  2023年４月１日

至  2023年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  2024年４月１日

至  2024年６月30日）

減価償却費 47百万円 57百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間 前連結会計年度

（自　2023年４月１日 （自　2024年４月１日 増減率 （自　2023年４月１日

品目別 至　2023年６月30日) 至　2024年６月30日) （％） 至　2024年３月31日)

金額（百万円）
構成比

（％）
金額（百万円）

構成比

（％）
金額（百万円）

構成比

（％）

メモリー 65,594 74.6 86,924 84.5 32.5 288,938 77.9

システムLSI 17,926 20.4 12,279 11.9 △31.5 67,866 18.3

半導体小計 83,520 95.0 99,203 96.4 18.8 356,804 96.2

ディスプレイ 1,262 1.4 2,796 2.7 121.4 6,890 1.9

その他 3,186 3.6 887 0.9 △72.1 6,982 1.9

合計 87,968 100.0 102,886 100.0 17.0 370,676 100.0

３．補足情報

（品目別実績）

（メモリー）

スマートフォン向けMCP（マルチチップ・パッケージ）の売上が減少したものの、主にサーバー・ストレージお

よび車載向けDRAM、NAND FLASH製品の売上が増加したことから、この分野の売上高は869億24百万円（前年同期比

32.5％増）となりました。

（システムLSI）

スマートフォン向け高精細カメラ用CIS（CMOSイメージセンサー）の売上が増加したものの、SiP（システム・イ

ン・パッケージ）ビジネスおよびファウンドリービジネスの売上が減少したことから、この分野の売上高は122億

79百万円（同31.5％減）となりました。

（ディスプレイ）

TV向けLCD（液晶パネル）の売上が減少したものの、車載向けOLED（有機EL）の売上が増加したことから、この

分野の売上高は27億96百万円（同121.4％増）となりました。

（その他）

主にTV向けバックライト用LEDおよび工作機向けバッテリー等の売上が減少したことから、この分野の売上高は

８億87百万円（同72.1％減）となりました。

（ご参考）

「メモリー」に含まれる主な商品は以下のとおりです。

DRAM、NAND FLASH、MCP、SSD（ソリッドステートドライブ）等

「システムLSI」に含まれる主な商品は以下のとおりです。

SoC（システム・オン・チップ）、DDI（ディスプレイドライバーIC）、CIS、

PMIC（パワーマネージメントIC）、SiP、ファウンドリー等

「ディスプレイ」に含まれる主な商品は以下のとおりです。

LCD、OLED等

「その他」に含まれる主な商品は以下のとおりです。

LED、MLCC（積層セラミックコンデンサ）、バッテリー、設備等
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